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院
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員
初
鹿
明
博
君
提
出
「
朝
鮮
人
虐
殺
」
の
記
述
の
あ
る
中
央
防
災
会
議
の
専
門
調
査
会
の
報
告
書
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
「
朝
鮮
人
虐
殺
」
の
記
述
の
あ
る
中
央
防
災
会
議
の
専
門
調
査
会
の
報
告
書
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

内
閣
府
に
お
い
て
確
認
し
て
い
る
限
り
で
は
、
現
時
点
で
、
御
指
摘
の
「
記
述
」
に
つ
い
て
は
、
苦
情
や
批
判
を
受
け
た

事
実
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

内
閣
府
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
か
ら
、
「
内
閣
府
防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
」
（
以
下
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
と

い
う
。
）
の
改
訂
作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
委
託
業

者
を
選
定
し
、
契
約
金
額
を
五
百
九
十
万
七
千
六
百
円
と
す
る
委
託
契
約
を
締
結
し
て
当
該
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、

御
指
摘
の
「
報
告
書
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
作
業
に
伴
い
生
じ
た
技
術
的
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
を
と
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
一
時
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
報
告
書
」
は
、
有
識
者
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

一



の
記
述
の
逐
一
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


